
医師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画書 

医療機関名：近藤内科病院  計画年度：令和８年度 

当院は、病院勤務医の負担軽減及び処遇改善を図るため、医師事務作業補助者の配置及び多職種との役割分担を推進し、医師が診療に専念し

やすい体制を整備する。 

1．医師の負担軽減及び処遇改善に資する体制 

項目 内容 

責任者 院長 近藤 彰 

勤務状況の把握 
タイムカード、勤務表、当直表、時間外勤務申請簿等により、勤務時間・当直回数・休暇取

得状況を把握する。 

役割分担推進のための会議 
医師負担軽減・役割分担推進会議を年 1 回以上開催する。参加者は院長、看護部門、薬剤部

門、事務部門、医師事務作業補助担当者等とする。 

職員への周知・公開 
本計画を院内掲示、回覧、会議等により職員へ周知し、院内掲示等により患者及び職員へ取

組内容を公開する。 

2．具体的な取組内容 

（1）医師と医療関係職種・事務職員等との役割分担 

担当部門 取組内容 期待される効果 

事務職員 

医師事務作業補助者 

初診時の予診の実施、問診票確認、基本情報入力、診療科への引継

ぎ。診断書等の文書作成補助、電子カルテの代行入力等を、医師の指

示・確認のもとで行う。 

医師の事務作業・説明業務・確認作業を

軽減し、診療時間の確保及び業務の平準

化を図る。 

外来看護師 
静脈採血等の実施、入院の説明の実施、検査手順の説明の実施、検

査・注射等の指示漏れ確認、患者案内を行う。 

医師の事務作業・説明業務・確認作業を

軽減し、診療時間の確保及び業務の平準

化を図る。 

薬剤部 
服薬指導の実施、持参薬確認、薬剤情報の提供、必要時の医師への情

報提供を行う。 

医師の事務作業・説明業務・確認作業を

軽減し、診療時間の確保及び業務の平準

化を図る。 

医師 
診断、治療方針の決定、医学的判断、説明の最終責任、診療録・文書

の確認及び承認を行う。 

医師の事務作業・説明業務・確認作業を

軽減し、診療時間の確保及び業務の平準

化を図る。 

（2）医師の勤務体制等に係る取組 

取組項目 当院の実施内容 

①連続当直を行わない勤務体制 勤務計画作成時に連続当直とならないよう調整し、医師の身体的負担を軽減する。 

②勤務間インターバルの確保 
勤務終了後から次の勤務開始まで一定の休息時間を確保できるよう勤務表作成時に配慮

する。 

③ 当直翌日の業務内容に対する配慮 
当直翌日は外来、検査、書類作成等の業務量に配慮し、必要に応じて医師事務作業補助

者・看護師・事務職員等で業務分担を行う。 

④ 交替勤務制・複数主治医制の実施 
診療内容や患者状況に応じて、主治医不在時にも他の医師が対応できるよう情報共有を

行い、負担の集中を防止する。 

⑤短時間正規雇用医師の活用 
医師の多様な働き方に配慮し、必要に応じて短時間正規雇用医師の活用を検討し、勤務

継続しやすい体制を整備する。 

 


